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広報こうさ　5

人のうごき（３月31日現在）

総人口

　　９，８４６人　男 4,734人／女 5,112人

前月比

　－４９人　　　　　男 －22／女 －27

　○出生　　５人 　○死亡　　21人
　○転入　　26人 　○転出　　57人

総世帯数

　４，４００世帯　　前月比　ー17

町からの情報をお届けしています

メールアプリ「こうさ情報たしか
めーる」の登録をお忘れなく！

━━━━  表紙の写真 ━━━━

３月23日（日）に開催され
た緑川スポーツフェスタ in
こうさ2025での１枚。暖か
い春の日差しの中、ふかふか
の天然芝の上で楽しめるス
ポーツ体験ゾーンは多くの子
どもたちで賑わいました。

2広報 こうさ 2025.5

NRVD���B�����B┠ḟBᾘ㜵B��LQGG���� ���������������������



令

和

７

年

度

甲
佐
町
消
防
団
辞
令
交
付
式

　

４
月
13
日
（
日
）、
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
辞
令
交
付
式
が

行
わ
れ
、
新
体
制
で
の
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
式
で
甲
斐
町
長
は
「
消

防
団
は
、
地
域
防
災
の
要
で
す
。
住

民
の
生
命
、
身
体
を
守
る
た
め
努
め

て
く
だ
さ
い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
新
入
団
員
20
人
を
加
え
、

５
分
団
28
部
総
勢
３
４
５
人
が
地
域

防
災
力
の
要
と
し
て
、
消
防
・
防
災

活
動
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
令
和
７
年
度
甲
佐
町
消
防
団
役
員

【
団
長
】
堀
田
高
志
（
緑
町
）

【
副
団
長
】
北
里
雄
秀
（
緑
町
）

　
　
　
　

  

一
口
主
税
（
芝
原
）

【
指
導
員
】
高
崎
弘
行
（
糸
田
）

【
第
一
分
団
長
】
中
村
嘉
希
（
岩
下
）

【
第
二
分
団
長
】
田
上
将
（
中
横
田
）

【
第
三
分
団
長
】
竹
田
信
聡
（
吉
田
）

【
第
四
分
団
長
】
益
田
祐
一
（
中
山
）

【
役
場
分
団
長
】
眞
田
洋
彰
（
熊
本
市
）

新
た
に
20
人
の
団
員
が
入
団

　

新
入
団
員
20
人
は
、
辞
令
交
付
を

受
け
る
に
あ
た
り
規
律
訓
練
に
臨
み

ま
し
た
。

　

同
訓
練
は
上
益
城
消
防
組
合
消
防

本
部
（
御
船
町
）
が
実
施
し
、
消
防

団
員
と
し
て
活
動
す
る
上
で
必
要
な

基
本
動
作
な
ど
を
学
ぶ
も
の
。
団
員

ら
は
、
署
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

消
防
ホ
ー
ス
の
扱
い
方
や
基
本
動
作
、

消
防
団
員
と
し
て
の
心
構
え
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

甲
佐
町
消
防
団
で
は
、
消
防
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

18
歳
以
上
の
方
で
、
本
町
に
お
住

ま
い
の
方
、
本
町
で
働
い
て
い
る
方

で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
入
団
で
き

ま
す
。
女
性
消
防
団
員
も
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課
（
甲
佐
町
消
防
団
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
７

令
和
７
年
度
甲
佐
町
消
防
団
が
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

▲辞令交付の後、堀田団長に宣誓をする新入団員

堀
田
高
志
団
長
以
下
３
４
５
人
が
地
域
の
防
災
活
動
に
励
む

▲（後列左から）中村第一分団長、田上第二分団長、竹田第三分団長、益田第四分団長、眞田役場分団長
　  （前列左から）一口副団長、堀田団長、北里副団長、高崎指導員

▲消防ホースの延長など扱い方を学ぶ新入団員
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　環
境
衛
生
課
長

　
田
上
和
広
（
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係
長
）

建
設
課
長

　
白
石
亨
（
環
境
衛
生
課
長
）

住
民
生
活
課
長
兼
町
民
セ
ン
タ
ー
所
長

　
奥
名
雄
吉（
住
民
生
活
課
長
）

建
設
課
長
補
佐

　
志
戸
岡
弘
（
建
設
課
長
）

地
域
振
興
課
商
工
観
光
係
長

　
郷
史
嘉
（
熊
本
県
か
ら
帰
任
）

総
務
課
消
防
係
長
兼
く
ら
し
安
全
推
進
係
長

　
増
田
勇
介（
企
画
課
広
報
電
算
係
）

住
民
生
活
課
保
険
係
長

　
本
田
奈
美
子
（
住
民
生
活
課
保
険
係
）

環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係
長

　
本
田
豊
（
農
政
課
経
営
係
長
）

農
政
課
経
営
係
長

　
西
住
恵
一
郎
（
企
画
課
企
画
政
策
係
）

町
民
セ
ン
タ
ー
同
和
対
策
係
長

　
佐
藤
竜
也
（
建
設
課
住
宅
係
）

会
計
課
会
計
係
長

　
加
藤
理
華
（
総
務
課
行
政
係
）

社
会
教
育
課
社
会
体
育
係
長

　
本
田
城
光（
地
域
振
興
課
商
工
観
光
係
長
）

　
　

総
務
課
行
政
係

　
中
西
加
奈
（
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
）

総
務
課
財
政
係

　
田
上
幸
杜
（
上
益
城
広
域
連
合
よ
り
帰
任
）

企
画
課
企
画
政
策
係

　
甲
斐
知
奈
美
（
建
設
課
住
宅
係
）

企
画
課
企
画
政
策
係

　
井
上
将
理
（
地
域
振
興
課
商
工
観
光
係
）

企
画
課
広
報
電
算
係

　
栁
三
奈
（
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
）

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

　
眞
田
洋
彰
（
建
設
課
建
設
係
）

住
民
生
活
課
住
民
係

　
倉
田
一
晟
（
社
会
教
育
課
社
会
体
育
係
）

住
民
生
活
課
保
険
係

　
河
原
俊
典（
社
会
教
育
課
社
会
体
育
係
長
）

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　
髙
森
麻
里
（
総
務
課
行
政
係
）

福
祉
課
福
祉
係

　
谷
崎
千
尋
（
住
民
生
活
課
保
険
係
）

環
境
衛
生
課
水
道
係

　
山
田
秀
和
（
農
政
課
経
営
係
）

環
境
衛
生
課
水
道
係

　
山
内
琢
磨
（
建
設
課
建
設
係
）

農
政
課
経
営
係

　
古
閑
敦
（
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
）

建
設
課
管
理
係

　
浅
木
友
治
（
福
祉
課
福
祉
係
）

建
設
課
住
宅
係

　
松
岡
博
信
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）

建
設
課
住
宅
係

　
中
島
健
智
（
総
務
課
庶
務
係
）

建
設
課
建
設
係

　
倉
岡
大
（
国
土
交
通
省
よ
り
帰
任
）

町
民
セ
ン
タ
ー
同
和
対
策
事
務
局

　
中
林
健
次（
町
民
セ
ン
タ
ー
所
長
）

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
佐
伯
香
菜
子
（
税
務
課
徴
収
係
）

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
田
中
秀
弥
（
住
民
生
活
課
住
民
係
）

社
会
教
育
課
社
会
体
育
係 

後
藤
喜
治（
御
船
町
甲
佐
町
衛
生
施
設
組
合
）

農
政
課
参
事

　
渡
邊
哲
司
【
更
新
】

学
校
教
育
課
教
職
員
（
白
旗
小
）　
島
田
美
保

福
祉
課
参
事

　
古
閑
裕
子
【
更
新
】

農
政
課
参
事

　
川
端
励
志
【
更
新
】

農
政
課
参
事

　
古
閑
敦
【
更
新
】

社
会
教
育
課
参
事

　
奥
村
伸
二
【
更
新
】

福
祉
課
長
補
佐

　
今
村
真
理
（
県
か
ら
派
遣
）

建
設
課
長
補
佐

　
梶
原
浩
史
（
国
土
交
通
省
か
ら
出
向
）

県
知
事
公
室
広
報
課
（
派
遣
）　
山
下
智
晴
（
総
務
課
財
政
係
）

御
船
町
甲
佐
町
衛
生
施
設
組
合
（
派
遣
）

 

佐
藤
大
治
（
く
ら
し
安
全
推
進
係
長
）

上
益
城
広
域
連
合
総
務
・
企
画
係
長
（
派
遣
）

 

村
上
香
織
（
住
民
生
活
課
保
険
係
長
）

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
熊
本
地
方
河
川
国
道
事
務
所

　（
出
向
）

 

塚
本
滉
大
（
環
境
衛
生
課
水
道
係
）

４月１日（火）７人の新規採用職員が町職員に加わりました。
春の人事異動を経て新たな体制でスタートした本町の職員人事
についてお知らせします。

人事異動の紹介

課
長

係
長

※
（

　
）
は
前
所
属
な
ど

人
事
異
動

令
和
７
年
度

課
長
補
佐

任
期
付

再
任
用

派
遣
・
出
向

係
員

4広報 こうさ 2025.5

NRVD���B�����Bேࠊ᪂᥇⫋ဨ�LQGG���� ���������������������



令和７年度入庁
新規採用職員紹介

町長の秘書や庁舎管理、行
政区への文書配達業務を担
当します。１日でも早く仕
事を覚え、町民の皆様に信
頼していただけるような職
員になれるよう日々精進し
て参ります。

総務課庶務係　　
廣
ひ ろ せ

瀬 蝶
ち こ

心　　

移住や定住に関する業務を
担当します。甲佐町の魅力
を高め、町民の皆さまの生
活を豊かに出来るよう地域
づくりに取り組みます。精
一杯、業務に務めます。よ
ろしくお願いします。

 地域振興課地域振興係
　　　　田

たのうえ

上 美
み お

桜

町の広報や統計調査に関す
る業務を担当します。甲佐
町の職員として、一日でも
早く町民の皆さまのお役に
立てるよう精一杯頑張りま
すのでよろしくお願いしま
す。

企画課広報電算係　　
村
むらかみ

上 怜
れい

　　　

町の道路管理などに関する
業務を担当します。まだ分
からないことしかないです
が、少しでも早く業務を覚
え皆さまのお役に立てるよ
う精一杯頑張りますので、
よろしくお願いします。

建設課管理係
土
つちぐち

口 佑
ゆ う ま

海

放課後子ども教室や子ども
会などの業務を担当します。
一日でも早く仕事を覚え、
町民の皆様のお役に立てる
よう、日々努力して参りま
すので、よろしくお願いし
ます。

 社会教育課社会教育係
坂
さかのうえ

上 美
み か

華

国民年金やマイナンバー等
の手続きの業務を担当しま
す。分かりやすく、丁寧な
対応を心がけ、一日でも早
く皆様のお力になれるよう
に頑張りますのでよろしく
お願いします。

住民生活課住民係
米
よねむら

村 美
み さ と

里

税金の課税計算や町税の通
知書などを発行する業務を
担当します。
町民の皆さまに一日でも早
く貢献できるように、日々
精進いたします。よろしく
お願いします。

　　 税務課課税係
　　　　定

さだなが

永 潤
じゅん
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■
歳
入

　

歳
入
で
は
、
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄

附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
の
受
け
入
れ

額
に
つ
い
て
、
昨
年
度
実
績
を
踏
ま
え

て
増
額
と
な
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
収

入
も
、
経
済
情
勢
の
段
階
的
な
回
復
に

よ
る
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
学
校
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
の
更
新
費
用
や
高
齢
者
保
健
福

祉
に
係
る
経
費
の
増
加
な
ど
か
ら
財
源

不
足
も
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
不
足
分

は
、
既
存
事
業
の
見
直
し
や
経
費
削
減

に
よ
る
不
足
額
の
縮
小
を
図
り
つ
つ
、

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
基
金
や
財
政
調
整

令和７年度

【歳入項目の説明】【歳出項目の説明】

■自主財源………………町が自主的に集めることができるお金
●その他（自主財源）…町の施設の使用料や証明書の発行手数料、
　　　　　　　　　　預金利子や前年度からの繰越金など

●繰入金…………………積み立てておいた基金を取り崩して一般会
　　　　　　　　　　計に受け入れたお金

●町税……………………皆さんに納めていただいた町民税や固定資
　　　　　　　　　　産税など

●分担金・負担金………町が行う特定の事業によって利益を受ける
　　　　　　　　　　人から徴収されるお金

■依存財源………………国や県から交付されるお金や町債
●地方交付税……………全ての市町村が一定の住民サービスを実施
　　　　　　　　　　できるように国が交付するお金

●国庫支出金……………事業を行うために国が交付するお金
●町債……………………道路や小・中学校などの社会資本を整備す
　　　　　　　　　　るための借金

●県支出金………………事業を行うために県が交付するお金
●その他（依存財源）…国から配分される地方譲与税やゴルフ場利
　　　　　　　　　　用税など

●総務費…………町全体の運営に関する経費や、財産の管理にかか
　　　　　　　る経費

●商工費…………商工業や観光業の振興にかかる経費
●民生費…………高齢者福祉や児童福祉、障がい者福祉といった福
　　　　　　　祉事業全般にかかる経費

●土木費…………町道、河川維持や整備にかかる経費
●公債費…………町の借金である町債を返済するための経費
●教育費…………小・中学校の義務教育にかかる経費や、公民館活
　　　　　　　動・保健体育活動などの社会教育にかかる経費

●衛生費…………町民の健康のための経費や、ごみ、し尿などの　
　　　　　　　処理にかかる経費

●消防費…………消防組合・消防団の運営にかかる経費や、防災に
　　　　　　　かかる経費

●農林水産業費…農林業振興のための経費や、農道などの維持や整
　　　　　　　備にかかる経費

●議会費…………町議会の開催や運営にかかる経費
●その他…………災害復旧費・予備費など

令和７年度一般会計は

133億9,799万円

まちの予算

（前年度比40.2％増）

　本町の令和７年度当初予算が町議会
３月定例会で成立しました。今年度の
一般会計予算は133億9,799万円であ
り、前年度比40.2％の増額となりました。

繰入金
13億8,926万円

10.4%

その他
44億9,763万円

33.6%

地方交付税
24億5,000万円

18.3%

国庫支出金
19億1,429万円

14.3%

町債
11億3,020万円

8.4%

依
存

財
源

自
主

財
源歳入

町税
10億5,070万円

7.8%分担金・負担金
3,482万円

0.3%

その他
3億4,267万円

2.6%県支出金
5億8,842万円

4.4%

●お問い合わせ先
　町総務課
　☎096-234-1140（内線224）

まちの予算の詳細を町公式
ウェブサイトに掲載してい
ますので、ぜひご確認くだ
さい。

まちの予算について▶
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基
金
（
町
の
貯
金
）
を
取
り
崩
す
こ
と

で
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
出

　

歳
出
で
は
、
町
の
基
本
計
画
で
あ
る

「
第
７
次
甲
佐
町
総
合
計
画
」
に
お
い

て
最
重
要
課
題
で
あ
る
「
人
口
増
」
対

策
に
向
け
た
各
種
施
策
を
含
め
、
町
の

課
題
に
切
り
込
む
新
た
な
施
策
に
係
る

予
算
や
集
中
的
か
つ
継
続
的
に
推
し
進

め
て
い
る
内
水
対
策
に
係
る
予
算
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
方
面
に
つ
い
て
課
題
解
決
に

向
け
前
進
す
る
た
め
の
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

■特別会計当初予算額
令和７年度 令和６年度 増減率

国民健康保険事業 13億8,192 14億9,368 ▲7.5

介護保険事業 16億8,315 16億5,959 1.4

後期高齢者医療事業 ２億2,503 ２億1,472 4.8

特別会計 32億9,010 33億6,799 ▲2.3

当初予算の主な事業

令和７年度 令和６年度 増減率

収益的収入 １億7,760 １億7,141 3.6

収益的支出 １億7,760 １億7,141 3.6

資本的収入 8,572 8,072 6.2

資本的支出 １億6,680 １億5,381 8.4

■上水道事業当初予算額 （万円・％）

（万円・％）

　民生費

　私立保育所などの運営支援経費 ４億7,671

　介護給付・訓練等給付費 ３億9,018

　児童手当 ２億3,716

　後期高齢者医療療養給付費 ２億1,092

　総務費

　地方公共交通実証実験事業経費 2,385

　行政区運営交付金 1,648

　第３期甲佐町総合戦略等策定事業経費 871

　過疎地域持続化交付金 470

　甲佐町合併70周年記念式典事業 300

　土木費

　道路の新設や改良などの経費 12億7,880

　法定外公共物（里道）整備事業 4,000

　商工費

　ふるさと甲佐応援寄附金運営事業経費 26億2,148

　地場産品創出支援事業補助金 １億5,000

　ふるさと応援チケット発行事業経費 2,401

　消防費

　岩下地区浸水対策事業 4,700

　下横田排水ポンプ場排水管整備事業 4,200

　消火活動に必要な設備などの整備費 2,217

　衛生費

　子ども医療費助成金 5,100

　浄化槽設置整備事業 2,423

　帯状疱疹ワクチン接種事業 638

　教育費

　学校 ICT 機器更新整備事業 ２億358

　陣ノ内城跡史跡指定地公有化事業 １億9,797

　学校給食共同調理場管理事業 6,280

　農林水産業費

　農機具導入事業 2,818

　生薬等の生産を推進するための経費 932

　土地改良施設安全対策事業経費 200

　議会費

　町議会運営に伴う経費 7,509

（万円）

歳出

議会費
7,509万円

0.6%

総務費
32億6,110万円

24.3%

民生費
21億7,680万円

16.2%

衛生費
5億9,994万円

4.5%

農林水産業費
3億1,044万円

2.3%

商工費
28億8,338万円

21.5%

土木費
15億1,254万円

11.3%

消防費
5億5,626万円

4.2%

教育費
8億7,358万円

6.5%

公債費
11億2,885万円

8.4%

予備費
2,000万円

0.1%
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▲放水競技の部の玉落としに挑む消防団員 ▲熊本バス車庫前で安全運転の呼びかけをする交通指導員

　３月30日（日）安津橋健康広場ヘリポートで、令
和７年甲佐町消防団（田上慎太郎団長以下353人）出
初式および消防点検が開催されました。
　通常点検の部と放水競技の部ともに、第１分団第２
部（上豊内地区）が優勝。日頃の訓練の成果を発揮し
ました。また、若草保育園の幼年消防クラブも通常点
検を行い、式典を盛り上げました。

郷土を守る強い団結力
令和７年甲佐町消防団出初式

　４月６日（日）から４月15日（火）までの10日間、
春の全国交通安全運動が行われました。
　同運動は、交通事故防止の徹底を図ることを目的に
御船署管内の４町が合同で実施。本町では、車を運転
するドライバーへ交通指導員らが事故防止の呼びかけ
を行ったり、町内各地の交差点で、登校する児童が安
全に通学路を通行できるよう交通整理や声掛けを実施
しました。

歩行者の安全を守ろう
春の交通安全運動出発式

こうさ の 話題

▲金賞を受賞した東南運輸倉庫㈱の井芹代表取締役社長（中央） ▲国土交通省と熊本県と本町３者で確認書を取り交わした

　４月11日（金）御船警察署で優秀安全運転事業所
表彰が行われ、東南運輸倉庫㈱が金賞を受賞しました。
同表彰は、事業所ぐるみで運転記録証明書を活用し、
安全運転、交通事故防止に努め、無事故・無違反の成
果を挙げた事業所をその達成度に応じて表彰するもの。
受賞した井芹哲己代表取締役社長は、「今後も安全運
転により一層励んでいきたい」と話しました。

安全運転従事の功績を称えて
東南運輸倉庫㈱が優秀安全運転事業所表彰金賞受賞

　３月28日（金）町役場にて、「緑川水系竜野川特定
都市河川指定」確認式が行われました。県内初となる
特定都市河川の指定によって、河川整備の加速化など
町の内水対策を行うことにより、地域住民の生命・財
産を守り、安全・安心なまちづくりを推進します。こ
の日は、国土交通省、県、町の３者で浸水被害軽減に
向けた水害対策を行う確認書を取り交わしました。

竜野川の治水対策を強化
「緑川水系竜野川特定都市河川指定」確認式
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こうさの旬な情報を発信！

▼藤川校長の式辞をしっかり聴く乙女小新１年生の児童たち

▲ライオンズクラブより黄色い傘
　を受け取る阿津坂くん（左）

▲寄贈された桜の前で高島支店長から目録を受け取る甲斐町長

　３月15日（土）町生涯学習センターホールで、令
和６年度公民館大会が開催されました。オープニング
では、自主講座のレクリェーションダンスが華麗な舞
を披露。公民館事務局による出前講座の実績報告の後、
県統括アドバイザーの山平敏夫さんが「ひとづくり・
つながりづくり・地域づくりへの道」と題して講演。
公民館活動の一層の充実に繋がる大会となりました。

人と人がつながる地域を目指して
令和6年度公民館大会を開催

　３月28日（金）熊本甲佐総合運動公園で、㈱肥後銀
行100周年事業「桜樹木寄贈」の植樹式が行われました。
　㈱肥後銀行では、本年７月25日に創立100周年迎え
るに当たり、感謝の気持ちを伝え、未来を作る地域価
値提供の取り組みとして同事業を実施。運動公園敷地
内に桜の木が植樹されました。この日は、同行甲佐支
店の高島支店長から甲斐町長に目録が手渡されました。

100年を共にするシンボルへ
㈱肥後銀行から桜樹木が寄贈

▲上級生や保護者に祝福され退場
　する乙女小新１年生の児童たち

　４月９日（水）町内の各小学校および甲佐中学校で
令和７年度入学式が開催されました。
　本年度は甲佐小22人、白旗小16人、乙女小21人、
龍野小18人、甲佐中88人が入学しました。
　乙女小学校（藤川寛校長）では、同小体育館で入学
式を開催。上級生や保護者のあたたかい拍手で迎えら
れて新入学児童が元気よく入場。入学児童氏名報告が
行われ、名前を呼ばれた新入学児童たちは大きな声で
返事をし起立しました。
　藤川校長は「『笑顔でつながる乙女っ子』を合言葉
にみんなと笑顔で明るく楽しく過ごしてください」と
式辞。乙女小児童を代表して大塚二瑚さん（6年・上
田口区）が「みんなでたくさん遊んで、楽しい学校に
しましょう」とあいさつしました。
　甲佐ライオンズクラブからは、雨の日の登下校に備
え、黄色い傘が贈呈され、新入児童を代表して阿津坂
匠くん（世持区）が受け取りました。

新一年生入学おめでとう
令和７年度小・中学校入学式

▲地域のつながりづくりの大切さについて講演する山平敏夫さん
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　健康で活き活きとした日々を、「う
きうき教室」で始めてみませんか？
　65歳以上の方々を対象に、無理な
く楽しめるプログラムを提供していま
す。初心者の方も大歓迎です！

　以前参加され
ていた方も再開
をお待ちしてお
ります
●実施日時
　毎週火～金曜
日 の 午 前10時
30分から

●対象年齢
　65歳以上の方
●実施内容
　筋力維持・転倒予防を目的としたス
トレッチや筋力トレーニング
●こんな方におすすめ！
　体力に自信がなくても、無理なく運
動を始めたい方、転倒予防や筋力維持
に関心がある方、同年代の方と楽しく
運動しながら、交流を深めたい方。
●教室担当スタッフ
　健康運動指導士：那須
　健康運動実践指導者：江川・荒木

Health

健康だより

荒木 裕子さん
〔健康運動実践指導者〕

今月の講師

●お問い合わせ先
　甲佐町フィットネスセンター
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8712

▲健康で活き活きとした日々を送るために「う
きうき教室」にぜひ参加してみませんか。

Fitness

甲佐町フィットネスセンター

「健康と笑顔を作る、うきうきな朝時間！」

白石 恵介 さん
(主任介護支援専門員)

認知症に関するお悩みの解決を図る相談会を開催しています

今月の紹介者

●「認知症」について不安や悩みはありませんか？
　町地域包括支援センターでは、認知症の方への適切な
ケアと介護者自身の健康のために、月に１回、認知症に
関しての相談会を開催しています。
　自分で「最近もの忘れが増えたなぁ」や「病院に行く
日だったのに行くのを忘れていた」などのもの忘れはあ
りませんか？また、家族や友人、知人から見て「あ
れっ？」と感じることが増えたなどはありませんか ?
　それが単なるもの忘れなのか認知症の症状の１つなの
か、なかなか自分や周りからはわからないと思います。
そんな不安を認知症相談会で相談をして早めの解決方法
を探してみませんか？
　益城病院認知症疾患医療センターの相談員の方による
相談会を庁舎内にて毎月予約制で行っております。相談
を希望される方は、町福祉課地域包括支援係までご連絡
ください。

●「認知症についての相談会」と「家族のつどい」
　上益城認知症疾患医療センターの相談員と町地域包括
支援センターの職員が、町役場で相談者の悩みに助言や
提案を行います。家族のつどいでは認知症疾患を持つ家
族同士が体験談や悩みについて話し合います。

　上益城認知症疾患医療センターとは、県が認知症の専
門相談の充実などを目的に指定した11の医療機関で、
上益城地域では、益城病院（益城町）に設置されていま
す。

●開催日時
・偶数月は「認知症についての相談会」
・奇数月は「認知症相談会と家族のつどい」
・時間は午後１時30分～午後３時まで
※事前予約が必要です。町福祉課までご連絡ください。
※家族のつどいは希望され、人数が集まった時に開催し 
　ます。

●会場
　町役場庁舎・１階小会議室※受付は町福祉課です。

●対象者
　認知症に関してお悩みの人、家族、支援者

●参加費
　無料

●参加申込・お問い合わせ先
　甲佐町地域包括支援センター（町福祉課内）
　☎ 096-234-1114
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月　日 当番医 電話番号

５月４日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

５月11日 谷 田 病 院 096-234-1248

５月18日 小 屋 迫 医 院 096-235-0165

５月25日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

●日程は変更になる場合があります。最新情報は町公式ウェブサイトなどをご確認ください

　 ４か月児健診

　　５月15日（木）　午前10時

　　６月19日（木）　午前10時

　 ７か月児健診

　　５月15日（木）　午前９時30分

　　６月19日（木）　午前９時30分

　 １１か月児健診

　　５月15日（木）　午前９時

　　６月19日（木）　午前９時

　 １歳６か月児健診

　　５月13日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　　６月20日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　　５月13日（火）　午後１時10分

５月・６月の保健活動 　●会場　町総合保健福祉センター

●　５月の子育て支援カレンダー ●休日当番医

●甲佐町子育て支援センター（竜野保育園内）  ☎096-234-0305

２日（金） 　身体測定 (身長・体重 )
７日（水） 　お散歩
９日（金） 　母の日のプレゼント作り
12日（月） 　電車ごっこ
14日（水） 　ブロック遊び
16日（金） 　おやつ作り（要予約）
19日（月） 　園庭遊び
21日（水） 　製作
23日（金） 　親子で読書
26日（月） 　ボール遊び
28日（水） 　トンネル遊び
30日（金） 　砂場遊び

 育児相談（電話・面接）　 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育　 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

　　　  ※健診などの日時は変更となる場合があります。
　　　　  対象の方に個別にお送りする通知を必ずご確認ください。

岩越 亜
あ こ

胡 ちゃん（２歳）
　父・和也 さん　
　母・綾乃 さん　（横田区）

　にぃにだいすき♡
　いつもあそんでくれてありがとう☆

スマイル
Smile

 赤ちゃんの笑顔
 募集中！
　未就学児のお子さんの
　笑顔を広報紙に掲載しま
　せんか？応募期限は
　毎月７日まで。
　ご応募お待ち
　しています▶

　■お問い合わせ先
　　町企画課
　　☎096-234-1115

わが家の「笑顔」を紹介します

●休日当番薬局

月　日 当番医 電話番号

５月４日 三 恵 薬 局 096-234-3678

５月11日 コ ー セ イ 薬 局 096-234-1491

５月18日 甲 佐 薬 局 096-234-3876

５月25日 三 恵 薬 局 096-234-3678
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■
県
立
図
書
館
配
本
コ
ー
ナ
ー
の
紹
介

　

草
花
の
成
長
著
し
い
こ
の
時
期
、
お
庭

の
お
手
入
れ
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
ね
。
そ
こ

で
今
月
は
「
楽
し
い
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
」
の

コ
ー
ナ
ー
を
作
り
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
タ
ー
や
花
壇
作
り
、
一
年
を
通

し
て
の
お
手
入
れ
の
ポ
イ
ン
ト
、
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
用
具
な
ど
初
心
者
で
も
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
る
本
や
、
花
木
・
庭

木
・
果
樹
の
お
手
入
れ
や
剪
定
、
病
害
虫

対
策
、
さ
ら
に
自
分
好
み
の
庭
を
育
て
た

い
人
向
き
の
本
な
ど
を
集
め
ま
し
た
。

　

植
物
の
あ
る
暮
ら
し
は
季
節
ご
と
の
楽

し
み
が
増
え
ま
す
ね
。
ぜ
ひ
、
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

■
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
に
つ
い
て

　

図
書
室
で
は
、
毎
月
第
２
木
曜
日
に

「
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
手
袋
人
形
、

手
遊
び
う
た
な
ど
楽
し
い
内
容
で
す
。
子

育
て
中
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
子
ど
も
た
ち

と
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

５
月
８
日
（
木
）　

午
前
10
時
30
分
〜

●
会
場

　

お
は
な
し
の
へ
や
（
甲
佐
町
生
涯
学
習

　

セ
ン
タ
ー
図
書
室
内
）

ボタンを留める、文字を書く…そんな「当
たり前」ができない現実。「知られざる
発達障害」である発達性協調運動症の当
事者が抱える生きづらさを内側から共有
し、社会が無意識に課す「できて当然」
の圧力を問いなおす一冊です。

ある日、視能訓練士の野宮は、世界を立
体的に見ることができない４歳の少女・
灯に出会う。灯の訓練を重ねるうち、野
宮は糖尿病網膜症をはじめ様々な悩みを
抱えた人々に出会い…。視能訓練士・野
宮恭一の成長譚。心に沁みる一冊です。

鉄道ひとり旅のコツをはじめ、ひとりで
乗るからこそ楽しめる列車や、一度は乗
ってみたい寝台特急「サンライズ出雲・
瀬戸」、お得に楽しく移動できる「動く
ホテル」フェリー＆鉄道のプランなどを
紹介。おすすめのひとり旅入門書です。

コロナに感染したある富豪が急逝。しか
し彼は秘密裡に未承認ワクチンを接種し
ていた。浦和医大法医学教室の光崎教授
が見出したのは、偽ワクチンによる毒殺
の可能性だった。真実の ” 悪 ” の正体と
は…。法医学ミステリー第６弾です。

国や自治体の子育て支援策を利用したい
けれど、自分がどんな制度を使えるのか、
どうやって申請するのかよくわからない
…。そんな人に向けて、子育て世帯が受
けられる支援制度を子どもの年齢別にわ
かりやすく紹介。役立つ一冊です。

小説 一般書

任侠梵鐘
　　　今野 敏 著／中央公論新社

〈逆上がり〉ができない人々
　横道 誠 著／明石書店　

11ミリのふたつ星
　　　　　砥上 裕將 著／講談社

ヒポクラテスの困惑
　　　　　中山 七里 著／祥伝社

ニッポン鉄道ひとり旅
　鉄道 BOOKS 編集部 著／イカロス出版

子育て世帯がもらえるお金のすべて
　　　　　高山 一恵 著／彩図社

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

義理人情に厚いヤクザの親分・阿岐本の
元に、神社と寺の経営再建の話が持ち込
まれる。テキヤが祭に露店を出せなくな
ったことを憂（うれ）えていると、除夜
の鐘がうるさいというクレームが…。大
人気「任侠」シリーズ最新刊です。

  

図
書
室

行
こ
う

へ

▲花木や庭木などに関する本を集めてい
ますので、ぜひご覧ください。
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３
月
19
日
（
水
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
輝

ホ
ー
ル
で
「
令
和
6
年
度
人
権
教
育
Ｄ
Ｖ
Ｄ

上
映
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
上
映
会
は
、
甲
佐
町
人
権
教
育
推
進
協

議
会
が
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解

と
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開

催
。
町
内
教
職
員
・
企
業
・
住
民
・
行
政
職

員
な
ど
27
名
が
人
権
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観

賞
し
ま
し
た
。

■
上
映
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
内
容(

あ
ら
す
じ)

・『
今
そ
こ
に
い
る
人
と
、
し
っ
か
り
出
会

う
‐
同
和
問
題
‐
』

　

部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
は
日
本
の
長
い

歴
史
の
発
展
の
中
で
形
作
ら
れ
た
身
分
差
別

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
い
ま
、

現
代
社
会
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
な
差
別
の
問
題

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
人
と
人
が
し
っ
か
り

出
会
い
、
差
別
と
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
か

に
つ
い
て
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
作
品
で
す
。

・『
言
葉
が
あ
る
か
ら
…-

無
自
覚
の
差
別

「
マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
」』

　

無
自
覚
に
相
手
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
言
葉

を
指
す
「
マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
（
小

さ
な
攻
撃
性
）」。
そ
の
言
葉
の
背
景
に
は
軽

視
や
偏
見
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
覚
な
く
加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
人

と
向
き
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
描
い
て
い
ま

す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
差
別
す
る
心
は
、
自

分
の
内
面
の
弱
さ
に
あ
る
と
い
う
内
容
は
同

感
で
し
た
。
自
分
の
内
面
と
向
き
合
う
事
の

大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。 

　

同
協
議
会
で
は
、
人
権
教
育
に
関
す
る
Ｄ

Ｖ
Ｄ
（
23
本
）
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
4
４
７

　
　
（
内
線
３
２
4
）

人
権 

〜
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
〜

令
和
６
年
度
人
権
教
育
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
を
開
催
し
ま
し
た

　令和６年２月27日、熊本県文化財審議員である前川
清一先生に同行頂き、八丁区の個人宅敷地内にある
十一面観音堂の近くの石造物群について調査しました。
その結果について2回に分けて紹介させて頂きます。
　現地はコンクリート張りの池として利用されていた
ようです。池の周りには「灯篭1基」、「板碑4基」、「五
輪塔の各部材 ( 風空輪4基、火輪6基、水輪1基 )」があ
ります。

【キリーク種字板碑】
　石質は砂岩で、地上高24cm、最大幅22.5cm、最大
厚19cm です。板碑の上部のみが地表に出ており、月
輪の中にキリーク（阿弥陀如来）の種字（梵字）が刻
まれています。下部はコンクリートが張られており、
銘文等の有無は確認できません。板碑の形態などから、
戦国時代の十六世紀半ば頃の建立と推測されます。

【ア種字板碑】
　石質は砂岩で、地上高62cm、最大幅30cm、最大厚

41cm です。上部の月輪の中にア ( 大日如来 ) の種字
( 梵字 ) が刻まれています。種字の下部は剥離しており、
銘文などは確認できません。建立時期は、戦国時代の
十六世紀半ばから十六世紀後半頃と推測されます。

【灯篭】
　石室は凝灰岩です。地上高175cm で、塔身部各面に
は、正面 : 奉寄進、右側面 : 明治九年子五月建、左側面 :
世話人　小山田仙七・小山田善吉、裏面 : 小山田遊船敬
書と記されています。

「新たに板碑を確認　その２」
文 化 財 探 訪

お問い合わせ先　　町社会教育課　　☎ 096-234-2447（内線327）

町文化財保護委員　北里 義友（津志田区）

～第127回～

▲町生涯学習センターホールにて開催された令和６
　年度甲佐町人権教育 DVD 上映会

▲戦国時代の十六世紀半ば建立と見られるキリーク種字板碑
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４
月
16
日
（
水
）
甲
佐
町
や
な
場
で
、

夏
の
営
業
に
向
け
た
、
竹
簗
の
張
り

替
え
作
業
が
あ
り
、（
一
社
）
パ
レ
ッ

ト
の
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
や
な
場

の
ス
タ
ッ
フ
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。
毎

年
４
月
に
夏
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

行
わ
れ
る
竹
簗
の
張
り
替
え
。
使
わ

れ
て
い
る
竹
は
近
隣
の
竹
藪
か
ら
切

り
出
し
、
や
な
場
ま
で
自
分
た
ち
で

運
び
ま
し
た
。
古
く
な
っ
た
竹
簗
を

取
り
外
し
、
土
台
の
上
に
新
し
い
青

竹
を
麻
ひ
も
な
ど
で
一
本
ず
つ
結
び

つ
け
て
い
き
ま
す
。
は
じ
め
て
作
業

す
る
ス
タ
ッ
フ
も
い
ま
し
た
が
、
地

域
の
先
輩
方
に
教
わ
り
、
後
半
は
皆

で
息
を
そ
ろ
え
、
ス
ム
ー
ズ
に
作
業

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
今
年
の
夏

営
業
に
向
け
て
新
し
い
竹
簗
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た
大
学

生
は
、「
地
元
の
も
の
を
使
っ
て
景
観

を
守
り
技
術
を
繋
い
で
い
く
こ
と
に

感
動
し
ま
し
た
。
地
元
の
方
々
も
、

東
京
か
ら
来
た
私
た
ち
を
暖
か
く
迎

え
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
良
い
縁

が
結
べ
ま
し
た
。
鮎
が
落
ち
る
季
節

に
な
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
ま
た
甲
佐
に
遊

び
に
来
ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

甲
佐
の
シ
ン
ボ
ル
「
や
な
場
」

夏
営
業
に
向
け
て
準
備
が
整
い
ま
し
た

　

３
月
１
日
（
土
）
に
甲
佐
高
校
卒
業
式
、

４
月
８
日（
火
）に
入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

卒
業
式
で
の
在
校
生
代
表
に
よ
る
送
辞

も
卒
業
生
代
表
に
よ
る
答
辞
も
個
性
が
感

じ
ら
れ
る
感
動
的
な
温
か
い
も
の
で
し
た
。

　

卒
業
生
か
ら
の
希
望
で
合
唱
し
、
そ
の

歌
声
も
素
敵
で
と
て
も
よ
い
卒
業
式
に
な

り
ま
し
た
。
式
後
に
は
、
恒
例
と
な
っ
た
、

生
徒
会
生
徒
が
体
育
館
２
階
か
ら
降
ら
せ

る
フ
ラ
ワ
ー
シ
ャ
ワ
ー
の
中
、
21
名
の
卒

業
生
が
退
場
し
ま
し
た
。

　

式
の
前
日
に
は
、
在
校
生
の
生
徒
や
美

術
部
員
、
有
志
の
生
徒
や
先
生
な
ど
に
よ

る
恒
例
の
黒
板
ア
ー
ト
装
飾
に
も
取
り
組

み
卒
業
生
の
門
出
を
彩
り
ま
し
た
。

　

入
学
式
で
は
、
体
育
館
前
に
咲
く
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
や
パ
ン
ジ
ー
に
迎
え
ら
れ
、
40

名
の
新
入
生
は
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
な

が
ら
も
、
真
剣
な
表
情
で
入
学
式
に
臨
み

ま
し
た
。
原
校
長
、
甲
佐
町
長
、
そ
し
て

育
友
会
会
長
か
ら
の
激
励
や
歓
迎
の
言
葉

に
、
新
し
い
学
校
生
活
へ
の
期
待
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
新
入
生
代
表
の
安
田
さ
ん

が
堂
々
と
決
意
を
述
べ
、
そ
れ
に
応
え
ま

し
た
。

　

御
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
来
賓
の
皆
様
、

保
護
者
の
皆
様
、
そ
し
て
地
域
の
皆
様
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
甲
佐

高
校
の
生
徒
た
ち
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

旅

立

ち

と

新

た

な

出

会

い

甲
佐
高
校
卒
業
式
・
入
学
式
を
行
い
ま
し
た

▲卒業式での卒業生代表による答辞（写真上）
　入学式での新入生代表による宣誓（下）

甲佐高校ホームページでも
高校ライフを発信中です▶

魅力発信！甲佐高校通信   vol. 26

Town Development
まちづくり

  県立甲佐高校（甲佐町横田327）　☎096-234-0041

▲竹を１本ずつ麻ひもで土台に結び付ける皆さん

▲ボランティアで張り替えに参加した大学生の皆さん
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　　　　　　　　　　　　　　　　※ カッコ内は担当課
　　　　　　　　　　　　　　　　※ やむを得ず中止・延期になる場合があります。

R7.5 甲佐町イベントカレンダー ◀詳細はウェブサイト
　でご確認くさだい。

日 月 火 水 木 金 土
4/27 4/28

 口座振替日
 （税務課）

4/29

「緑川の日2025」
 の一斉清掃
 （環境衛生課）

4/30
 夜間窓口
 （税務課）

 納期限
 （税務課）

１
 行政区配達
 （総務課）

 消費生活相談
 （福祉課）

２ ３

 

４

 

５

 
 

６ ７

 

８

 消費生活相談
 （福祉課）

９

 

10

 

11

 

12
 民生委員・児童
委員の日 
 （福祉課）

 法律・人権・行政相談 
 （福祉課）

13

１歳半・３歳児健診
 （健康推進課）

14 15
 消費生活相談
 （福祉課）

行政区配達
 （総務課）

４か月・７か月・11
か月児健診
 （健康推進課）

16

 

17

 

18

 

19

 心配ごと相談 
 （福祉課）

 狂犬病予防接種
（～5/22） 
 （環境衛生課）

20 21
 認知症についての
 相談会と家族のつど
 い
 （福祉課）
 

22

 消費生活相談
 （福祉課）

23

 

24

 

25
 狂犬病予防接種 
 （環境衛生課）
 

26

 

27 28
 口座振替日
 （税務課）

29
 消費生活相談
 （福祉課）

30
 夜間窓口 
 （税務課）

 軽自動車税（種別割）
障害者減免申請期限
 （税務課）

31
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町からのお知らせ

■
賦
課
限
度
額
お
よ
び
軽
減
判
定
所
得
が

　

変
わ
り
ま
す

　

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る

人
を
除
き
、
町
内
に
住
所
が
あ
る
人
は
す
べ

て
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
国
民
健
康
保
険
税
に
は
上
限
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
所
得
が
多
い
世
帯
で
も
賦

課
限
度
額
ま
で
し
か
賦
課
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
前
年

の
所
得
と
被
保
険
者
数
に
よ
っ
て
、
均
等
割

と
平
等
割
が
軽
減
さ
れ
る
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
軽
減
判
定
所
得
に
つ
い
て

は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

■
納
税
通
知
書
は
６
月
中
旬
に
発
送

　

令
和
７
年
度
の
国
保
税
の
税
額
に
つ
い
て

は
、
６
月
中
旬
に
町
税
務
課
か
ら
納
税
通
知

書
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

・
国
保
税
に
関
す
る
こ
と

　

町
税
務
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
（
内
線
１
１
５
）　

・
国
保
に
関
す
る
こ
と

　

町
住
民
生
活
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
（
内
線
１
０
８
）　

令
和
７
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

お
よ
び
賦
課
限
度
額
・
軽
減
判
定
所
得
の
お
知
ら
せ

■
国
保
税
の
税
率
等
の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
は
、
持
続
可
能
な
医
療
保

険
制
度
を
構
築
し
、
将
来
に
わ
た
り
国
民
皆

保
険
制
度
を
堅
持
す
る
た
め
、
平
成
30
年
度

か
ら
都
道
府
県
と
市
町
村
が
共
同
し
て
運
営

を
し
て
い
ま
す
。
県
が
財
政
運
営
の
主
体
と

な
り
、
市
町
村
ご
と
の
国
保
事
業
費
納
付
金

を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
ご
と
の
標

準
保
険
料
率
を
算
定
し
ま
す
。
町
は
県
が
算

定
し
た
標
準
保
険
料
率
を
参
考
に
、
国
保
事

業
費
納
付
金
を
納
め
る
た
め
に
必
要
と
な
る

町
の
国
保
税
の
税
率
等
を
決
定
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
７
年
度
の
標
準
保
険
料
率

と
国
保
事
業
費
納
付
金
額
が
県
か
ら
示
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
納
付
金
を
納
め
る
た
め
に

必
要
な
財
源
と
な
る
町
の
国
保
税
の
税
率
は
、

令
和
６
年
度
の
税
率
を
据
え
置
き
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法

　

①
被
保
険
者
が
支
払
う
医
療
費
の
財
源
と

　

な
る
「
医
療
給
付
費
分
」

　

②
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を

　

支
え
る
た
め
の
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」

　

③
40
〜
64
歳
の
人
が
加
入
す
る
介
護
保
険

　

制
度
を
支
え
る
た
め
の
財
源
と
な
る
「
介

　

護
納
付
金
分
」
の
合
計
が
年
税
額
と
な
り

ま
す
。
３
つ
の
保
険
税
は
さ
ら
に
「
所
得

割
」「
均
等
割
」「
平
等
割
」
の
合
計
で
算
出

さ
れ
ま
す
。
令
和
７
年
度
の
税
率
お
よ
び
賦

課
限
度
額
に
つ
い
て
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

減額
割合 令和７年度の軽減判定所得

７割 前年の所得金額が、43万円（※）以下の世帯

５割 前年の所得金額が、43万円（※）＋30.5万円
×被保険者数　以下の世帯

２割 前年の所得金額が、43万円（※）＋56万円
×被保険者数　以下の世帯

※世帯の給与、年金所得者が２人以上の場合：43万円→43 
　万円 +10万円×（給与・年金所得者の数－１）
・被保険者数は、同世帯の中で国保から後期高齢者医療制度に
　移行した人も含まれます。

①医療給付費分 ②後期高齢者
支援金分

③介護納付金分
（40～64歳の人のみ）

所得割 8.8％ 2.9％ 2.68％

均等割
（一人につき） ３万円 １万円 １万８千円

平等割
（世帯ごと） ２万２千円 ８千円 ―

賦課
限度額 66万円 26万円 17万円

■令和７年度の国民健康保険税の税率および賦課限度額
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　20歳以上の方は原則、国民年金への加入と国
民年金保険料を納めることが義務となっています。
保険料を納めないと、老後の年金だけでなく障害
や死亡といった不測の事態が起きた時に、年金を
受けることができない場合があります。
　保険料を納めることが経済的に難しい場合、学
生の方には、申請により在学中の保険料の納付が
猶予される「学生納付特例制度」があります。
●学生納付特例の対象者
　特例を受けようとする年度の前年の所得が一定
以下の学生（家族の方の所得の多寡は問わない）
●必要書類
・基礎年金番号通知書のコピーまたは年金手帳　
　（氏名の記載ページ）のコピー等
・学生等であることまたは学生等であったことを

　証明する書類
※在学期間がわかる在学証明書（原本）または学 
　生証（裏面に有効期限、学年、入学年月日の記 
　載がある場合は裏面も含む）の写し 
●追納について
　過去に年金保険料の学生納付特例や申請免除な
どを受けた場合、全額納付した場合と比べて老齢
基礎年金が低額となります。このため、学生納付
特例などを受けた期間については、後から納付す
ることができます。

【お問い合わせ先】
　町住民生活課
　☎０９６ー２３４－１１１３（内線１０４）
　熊本東年金事務所
　☎０９６ー３６７－８１４４

国民年金保険料の学生納付特例制度
＼学生だから納付が大変、でも大丈夫／

ねんきん情報

I n f o r m a t i o n

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
へ

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う

■
犬
を
飼
い
始
め
た
ら
登
録
が
必
要

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上

の
犬
を
飼
い
始
め
た
ら
、
30
日
以
内
に
登
録

と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
登
録
は
犬
の
生
涯
に
１
回
、 
狂
犬
病

予
防
注
射
は
毎
年
１
回
受
け
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

犬
の
登
録
は
、
町
環
境
衛
生
課
（
甲
佐
町

水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
内
）
で
行
え
ま
す
。

●
登
録
料

　

１
頭
に
つ
き
３
千
円

■
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
毎
年
狂
犬
病 

　

予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
毎
年
春
と
秋
の
２
回
、
町
内
約
30

会
場
を
巡
回
し
て
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

最
寄
り
の
会
場
で
必
ず
登
録
と
注
射
を
受

け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
都
合
で
行
け
な
か
っ

た
場
合
は
、
動
物
病
院
な
ど
で
注
射
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
に
は
そ

れ
ぞ
れ
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

動
物
病
院
な
ど
で
予
防
注
射
を
受
け
た
場
合

は
、
動
物
病
院
な
ど
に
注
射
代
を
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

■
春
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

　

令
和
７
年
度
の
春
の
集
合
狂
犬
病
予
防
注

射
の
実
施
を
５
月
19
日
（
月
）
〜
22
日
（
木
）、

25
日
（
日
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
登
録
が

済
ん
で
い
る
犬
の
場
合
は
、
飼
い
主
に
対
し

て
お
知
ら
せ
と
問
診
票
を
送
付
し
ま
す
。
新

し
く
犬
を
飼
わ
れ
る
人
に
は
、
回
覧
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
動
物
病
院
な

ど
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
動
物
病
院

な
ど
で
予
防
注
射
を
受
け
た
場
合
は
、
環
境

衛
生
課
に
て
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
申

請
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象

　

生
後
91
日
以
上
経
過
し
て
い
る
犬

■
犬
の
登
録
事
項
変
更
に
つ
い
て

　

　

犬
の
転
居
や
譲
渡
お
よ
び
犬
が
死
亡
し
た

と
き
な
ど
、
犬
の
登
録
事
項
に
変
更
が
生
じ

た
場
合
は
、
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
環
境
衛
生
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

町
環
境
衛
生
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９
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お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は

５
月
30
日
（
金
）
ま
で

　

身
体
や
知
的
・
精
神
な
ど
に
障
が
い
の

あ
る
人
が
所
有
し
、
身
体
障
が
い
者
な
ど

の
人
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
に
つ

い
て
、
そ
の
障
が
い
の
程
度
や
軽
自
動
車

の
使
用
状
況
な
ど
が
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
、
申
請
に
よ
り
、
軽
自
動
車
税
種

別
割
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
該
当
す
る
場
合
は
、
町
税

務
課
に
て
申
請
を
行
う
こ
と
に
よ
り
障
が

い
者
１
人
に
つ
き
、
１
台
の
み
軽
自
動
車

税
種
別
割
が
減
免
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

普
通
自
動
車
の
減
免
と
の
併
用
は
で
き
ま

せ
ん
。

▼
申
請
期
限

　

５
月
30
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
税
務
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
　
（
内
線
１
１
５
）

　

令
和
７
年
５
月
26
日
に
改
正
戸
籍
法
が

施
行
さ
れ
、
戸
籍
の
記
載
事
項
に
氏
名
の

振
り
仮
名
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
本
籍
地
の
市
町
村
長
か

ら
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
予
定
の
振
り
仮

名
が
通
知
さ
れ
ま
す
。
通
知
書
は
戸
籍
単

位
で
送
付
し
、
戸
籍
内
で
別
住
所
の
方
は

住
所
地
ご
と
に
送
付
し
ま
す
。

　

戸
籍
法
改
正
以
降
、
通
知
書
が
お
手
元

に
届
い
た
ら
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
本
町
で
は
令
和
７
年
８
月
頃
か
ら
順
次

　

送
付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
氏
名
の
振
り
仮
名
の
届
出

・
通
知
の
振
り
仮
名
が
正
し
い
と
き
は
、 

　

届
出
を
し
な
く
て
も
通
知
の
と
お
り
戸 

　

籍
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

・
通
知
の
振
り
仮
名
が
誤
っ
て
い
る
と
き 

　

は
、
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
振
り
仮
名
の
届
出
に
手
数
料
は
一
切
か 

　

か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
届
出
を
し
な 

　

か
っ
た
と
し
て
も
、
罰
則
や
罰
金
は
あ 

　

り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
（
内
線
１
０
２
）

　

町
で
は
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
住
ま
い
を
確
保
す
る
た
め
、
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
な

ど
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
か
ら
補
助
金
額
を
増
額
し
、

補
助
対
象
も
平
成
12
年
５
月
以
前
着
工
の

住
宅
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

▼
対
象
と
な
る
住
宅

　

次
に
掲
げ
る
要
件
を
全
て
満
た
す
も
の

・
現
に
住
宅
所
有
者
の
居
住
の
用
に
供
さ

　

れ
て
い
る
も
の

・
階
数
が
3
階
以
下
の
木
造
住
宅
（
併
用

　

住
宅
の
場
合
、
住
宅
部
分
の
床
面
積
が

　

延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
の
も 

　

の
）

・
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た

　

も
の
、
ま
た
は
平
成
28
年
熊
本
地
震
に

　

よ
り
被
災
し
た
住
宅
で
あ
る
こ
と
が
確

　

認
で
き
る
も
の

・
建
築
基
準
法
に
違
反
し
な
い
も
の

・
過
去
に
同
一
事
業
の
補
助
を
受
け
て
い

　

な
い
も
の

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
危
険
性
が

　

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
も
の

▼
対
象
者

　

住
宅
の
所
有
者
で
、
税
金
な
ど
の
滞
納 

　

が
な
い
者

くらしの情報
  LOCAL NEWS ＆
  LOCAL INFORMATION

❖ イベント等の開催に関する詳細は
　 各問い合わせ先にご確認ください

お問い合わせ先一覧

❖ 甲佐町役場
　 096-234-1111（代表）

❖ 甲佐町保健福祉センター
　 096-235-8711

❖ 甲佐町教育委員会
　（町生涯学習センター）
　 096-234-2447

❖ 水道管理センター
　 096-234-0755

❖ 町民センター
　 096-234-2459

❖ 老人憩いの家
　（( 社 )甲佐町社会福祉協議会）
　 096-234-0423

❖ 御船町甲佐町衛生施設組合
　（クリーンセンター）
　 096-282-0688

❖ 上益城消防署
　 096-282-1955

❖ 御船警察署
　 096-282-1110

❖ 上益城広域連合
　 096-237-2891

❖ 県上益城地域振興局
　 096-282-2111（代表）

❖ 県御船保健所
　 096-282-0016

❖ 県庁
　 096-383-1111（代表）

戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮
名
が

追

加

さ

れ

ま

す

戸
建
て
木
造
住
宅
の

耐
震
改
修
等
の
補
助
を
し
ま
す
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▼
補
助
内
容

①
耐
震
診
断
費
補
助

　

補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
９
以
内

　
（
補
助
限
度
額
13
万
５
千
円
）

②
耐
震
改
修
設
計
・
耐
震
改
修
工
事
一
括

建
替
え
設
計
・
建
替
え
工
事
一
括

・
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
着
工
し
た
住
宅
、

高
齢
者
等
（
※
）
が
居
住
し
て
い
る
住
宅

　

補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
９
以
内

　
（
補
助
限
度
額
１
５
７
万
５
千
円
）

・
昭
和
56
年
６
月
〜
平
成
12
年
５
月
以
前

に
着
工
し
た
住
宅

　

補
助
対
象
経
費
の
60
分
の
53
以
内

　
（
補
助
限
度
額
１
３
２
万
５
千
円
）

※
高
齢
者
等
と
は
、
高
齢
者
（
65
歳
以 

　

上
）、
町
民
税
非
課
税
世
帯
、
障
が
い 

　

の
あ
る
方

▼
申
し
込
み
期
限

　

11
月
28
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
。

※
予
算
の
上
限
に
達
し
た
場
合
は
、
受
付

　

を
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
本
補
助
事
業
を
申
請
す
る
場
合
は
、
町

　

建
設
課
へ
の
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
建
設
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

　
　
（
内
線
１
６
８
）

くらしの情報

町税などの滞納処分（３月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 ６件

公 売 回 数 ０回

公 売 件 数 ０件

滞納処分関連収入 630,918円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別 発生件数
３月 年累計

人 身 事 故 ２ ５

物 損 事 故 16 45

盗 難 な ど ０ ０

３月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別
発生件数

４月 年累計

家 屋 ０ ０

原 野 ０ ０

そ の 他 ０ ０

合 計 件 数 ０ ０
令和７年４月１日～４月15日発生分

fire prevention

【お問い合わせ先】町税務課　☎０９６ー２３４－１１１２（内線１１４）

令和７年度町税納期限のお知らせ
納付期限 固定資産税 軽自動車税 町民税

  （普通徴収）
国民健康保険税
（普通徴収） 口座振替日

４期割 ※ 10期割
４月30日（水） 第１期 ４月28日（月）

６月２日（月） 全期 ５月28日（水）

６月30日（月） 第１期 第１期 第１期 ６月30日（月）

７月31日（木） 第２期 第２期 第２期 第２期 ７月28日（月）

９月１日（月） 第３期 第３期 第３期 ８月28日（木）

９月30日（火） 第４期 第４期 第４期 ９月29日（月）

10月31日（金） 第５期 第５期 第５期 10月28日（火）

12月１日（月） 第６期 第６期 第６期 11月28日（金）

12月22日（月） 第３期 第７期 第７期 第７期 12月18日（木）

２月２日（月） 第８期 第８期 第８期 １月28日（水）

３月２日（月） 第４期 第９期 第９期 第９期 ３月２日（月）

３月31日（火） 第10期 第10期 第10期 ３月30日（月）

※ 固定資産税（４期割）は、法人および町内に住所を有しない個人または共有名義の人が対象と 
　 なります。
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お
知
ら
せ

毎

年

５

月

12

日

は

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

　　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
で
は
、

毎
年
５
月
12
日
を
「
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
日
」
と
定
め
、
５
月
12
日
か
ら
の
１

週
間
を
「
活
動
強
化
週
間
」
と
し
、
全
国

的
な
取
り
組
み
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
こ
と

で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
存
在
や
活
動

を
知
っ
て
も
ら
い
、
さ
ら
な
る
理
解
を
得

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
33
名
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
お
よ
び
主
任
児
童
委
員
が
、
誰
も
が

安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
地

域
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
の
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
上
の
困
り
ご
と
に
関
す
る
相
談
な

ど
、
担
当
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
ご
相
談
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　
（
内
線
１
４
３
）

甲
佐
町
犯
罪
被
害
者
等

支
援
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

　

町
で
は
、
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や

そ
の
ご
遺
族
が
1
日
で
も
早
く
平
穏
な
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
甲
佐

町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」
を
制
定
し
、

令
和
7
年
4
月
1
日
（
火
）
に
施
行
し
ま

し
た
。

　

支
援
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
く
ら
し
安
全
推
進
室

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
７

　
　
（
内
線
２
４
１
）

パ
ス
ポ
ー
ト
の
作
成
日
数
・

手
数
料
等
が
変
わ
り
ま
し
た

　

令
和
７
年
３
月
24
日
申
請
受
理
分
か
ら
、

偽
造
・
変
造
対
策
を
大
幅
に
強
化
し
た
パ

ス
ポ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

顔
写
真
ペ
ー
ジ
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材

と
な
り
、
レ
ー
ザ
ー
で
印
字
・
印
画
し
ま

す
。

　

ま
た
、
作
成
に
か
か
る
日
数
お
よ
び
手

数
料
も
変
わ
り
ま
し
た
。

▼
変
更
後
の
作
成
日
数
お
よ
び
手
数
料

・
作
成
に
か
か
る
日
数

　

12
日
（
平
日
の
み
を
数
え
る
）

※
申
請
か
ら
受
け
取
り
ま
で
３
週
間
程
度

　

か
か
り
ま
す
。

・
手
数
料

【
窓
口
で
紙
申
請
】

　

10
年
…
１
万
６
，
３
０
０
円

　

５
年
…
１
万
１
，
３
０
０
円

　

５
年
（
12
歳
未
満
）
…
６
，
３
０
０
円

【
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
】

　

10
年
…
１
万
５
，
９
０
０
円

　

５
年
…
１
万
９
０
０
円

　

５
年
（
12
歳
未
満
）
…
５
，
９
０
０
円

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
導
入
に
つ
い
て

　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
新
規
申
請
手
続
き
に
お

い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
方
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
よ
り
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を

す
る
方
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
手
数

料
が
支
払
え
ま
す
（
従
来
通
り
の
収
入
印

紙
お
よ
び
収
入
証
紙
で
の
支
払
い
も
可
能

で
す
）。

　

ま
た
、
ご
本
人
様
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

で
戸
籍
連
携
に
同
意
の
上
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
を
行
う
と
、
戸
籍
謄
本
の
提
出
が
不
要

に
な
り
ま
す
。

※
窓
口
申
請
の
場
合
は
、
引
き
続
き
戸
籍

　

謄
本
の
提
出
が
必
要
で
す
（
有
料
）。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
対
象
者

①
有
効
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

　

ち
の
人

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
利
用
者
証
明

　

用
電
子
証
明
書
、
署
名
用
電
子
証
明
書

　

を
搭
載
し
て
い
る
人

　

詳
し
く
は
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ

び
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
（
内
線
１
０
２
）

甲

佐

郵

便

局

の

窓
口
休
止
時
間
の
お
知
ら
せ

　

甲
佐
郵
便
局
は
６
月
16
日
（
月
）
か
ら
、

窓
口
休
止
時
間
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ご
利
用
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
ご
理
解
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
窓
口
休
止
時
間

　

12
時
30
分
〜
13
時
30
分

※
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
取
り
扱
い
時
間
に
つ
い
て 

　

は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

甲
佐
郵
便
局

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
０
４
２　
　

　

熊
本
県
警
察
本
部
で
は
、
令
和
７
年

度
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
実
施
内

容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
験
資
格

・
警
察
官
Ａ

①
35
歳
ま
で
の
人

②
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大

学
を
除
く
）
を
卒
業
ま
た
は
令
和
８
年

３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

・
警
察
行
政

①
22
〜
35
歳
の
人

熊

本

県

警

察

本

部

採

用

試

験

に

つ

い

て
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②
22
歳
未
満
の
人
で
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業

ま
た
は
令
和
８
年
３
月
末
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
人

▼
受
験
日
（
第
１
次
試
験
）

・
警
察
官
Ａ　

７
月
13
日
（
日
）

・
警
察
行
政　

６
月
15
日
（
日
）

▼
合
格
発
表
（
第
１
次
試
験
）

・
警
察
官
Ａ　

７
月
中
旬

・
警
察
行
政　

６
月
中
旬

※
第
２
次
試
験
以
降
の
日
程
等
に
つ
い

　

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

　

る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
験
受
付
期
限

　

５
月
９
日
（
金
）

※
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

　

に
な
り
ま
す
。
郵
送
に
よ
る
申
込
の

　

場
合
は
、
試
験
区
分
に
よ
っ
て
申
込

　

締
め
切
り
日
が
早
ま
る
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
。

※
そ
の
他
受
験
資
格
が
高
校
卒
業
程
度 

　

の
試
験
区
分
の
試
験
実
施
公
示
は
６ 

　
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

試
験
内
容
等
の
詳
細
や
そ
の
他
の
試

験
区
分
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県

警
察
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
警
察
本
部

　

☎
０
９
６
‐
３
８
１
‐
０
１
１
０

　
　

町
で
は
、
国
や
県
が
実
施
す
る
各
種

統
計
調
査
に
調
査
員
と
し
て
従
事
す
る

人
（
登
録
調
査
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

統
計
調
査
員
は
、
定
め
ら
れ
た
調
査
期

間
の
中
で
、
１
日
の
う
ち
数
時
間
を
調

査
活
動
に
充
て
る
な
ど
自
分
で
計
画
し

て
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
仕
事
で
す
。

　

今
年
は
令
和
７
年
国
勢
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
の
で
、
多
く
の
調
査
員
の
協

力
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

・
町
内
に
居
住
す
る
満
20
歳
以
上
の
人

・
調
査
員
と
し
て
の
能
力
を
有
し
、
熱

意
を
も
っ
て
調
査
に
当
た
る
こ
と
が
で

き
る
人

・
暴
力
団
員
そ
の
他
、
反
社
会
勢
力
に

該
当
し
な
い
人

・
選
挙
関
係
者
や
税
務
、
警
察
に
直
接

関
係
の
な
い
人

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
企
画
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
５

　
　
（
内
線
２
５
１
）

（
上
）
町
調
査
員
募
集

（
下
）
国
勢
調
査
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　　サ
イ
ト
▼

　

第
37
回
熊
本
県
シ
ニ
ア
美
術
展
は
、
高

齢
者
が
創
作
活
動
を
発
表
す
る
場
を
設
け

る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
の
文
化
活
動
促

進
と
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

本
美
術
展
へ
の
出
品
作
品
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

▼
出
品
部
門

　

日
本
画
、
洋
画
、
写
真
、
書
、
彫
刻
、

工
芸

▼
出
品
資
格

　

令
和
８
年
4
月
1
日
時
点
で
60
歳
以
上

（
昭
和
41
年
4
月
1
日
以
前
に
お
生
ま
れ

の
人
）
で
あ
る
県
内
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア

▼
出
品
料

　

１
点
に
つ
き
１
千
円

▼
募
集
期
間

　

５
月
１
日
（
木
）
〜
７
月
18
日
（
金
）

▼
申
込
方
法

　

各
市
町
村
、
教
育
委
員
会
等
の
窓
口
な

ど
に
置
い
て
あ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
て
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３

く
ら
し
安
全

「
電
話
で
『
お
金
詐
欺
』」
に　
　

注

意

し

ま

し

ょ

う
！

　　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

親
族
や
警
察
官
、
役
場
職
員
、
銀
行
員
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど
を
名
乗
る
者

か
ら
の
電
話
で
次
の
よ
う
な
「
お
金
」
の

話
が
出
た
ら
詐
欺
だ
と
疑
い
、
家
族
や
警

察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
保
険
料
な
ど
の
過
払
い
金
が
あ
る

・
金
融
機
関
と
連
携
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付  

　

金
の
手
続
き
を
す
る

・
サ
イ
ト
の
未
納
料
金
が
あ
り
、
解
約
す          

　

る
に
は
コ
ン
ビ
ニ
で
電
子
マ
ネ
ー
カ
ー

　

ド
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
る

・
パ
ソ
コ
ン
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
修
理
代
金

　

は
電
子
マ
ネ
ー
カ
ー
ド
で
支
払
う
よ
う

　

に
案
内
さ
れ
る

・
友
人
が
お
金
を
受
け
取
り
に
行 

く

　

ま
た
、
電
話
で
指
示
さ
れ
る
ま
ま
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
を
操
作
す
る
の
は
危
険
で
す
。
個
人

情
報
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号

も
教
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
落
ち
着

い
て
電
話
の
内
容
を
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　

☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

くらしの情報

統
計
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

募
集

第
37
回
熊
本
県
シ
ニ
ア

作

品

展

作

品

募

集
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﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

や
っ
ぱ
り

　

酢
っ
ぱ
い
物
が
欲
し
ゅ
う
な
り 

広
田
み
ど
り

や
っ
ぱ
り

　

県
議
選
挙
に
出
る
て
た
い 

志
垣　
　

光

や
っ
ぱ
り

　

米
騒
動
は
治
ま
ら
ん 

平
井
や
よ
い

や
っ
ぱ
り

　

下
戸
の
亭
主
が
ド
ラ
イ
バ
ー 

光
永　
　

六

や
っ
ぱ
り

　

予
習
し
て
る
ね
ブ
ラ
タ
モ
リ 

井
元
あ
ざ
み

や
っ
ぱ
り

　

は
ず
れ
ば
か
り
の
宝
く
じ 

日
高　

美
里

や
っ
ぱ
り

　

今
年
も
シ
シ
が
ほ
じ
く
っ
た 

上
田　

梅
清

や
っ
ぱ
り

　

噂
通
り
の
二
人
連
れ 

北
川　

直
美

﹇
短
歌
﹈ 

塚
原
暁
益 

選

春
す
す
み
周
り
を
見
れ
ば
花
は
増
え

山
椒
の
芽
も
香
り
を
放
つ 

緒
方

　
明
美

両
の
手
を
合
わ
せ
た
様
な
木
蓮
の

蕾
の
先
に
さ
く
ら
雨
の
降
る 

赤
星　

延
子

こ
の
春
の
弥
生
寒
波
に
驚
き
て

開
花
の
桜
戸
惑
い
て
お
り 

吉
永
由
紀
子

老
い
ひ
と
り
昭
和
の
歌
の
流
れ
く
る

心
切
な
い
長
崎
の
鐘 

池
田
キ
ヨ
子

若
き
日
に
求
め
し
鏡
く
も
り
な
く

老
い
ゆ
く
吾
の
姿
を
映
す 

内
田
乃
武
子

名
優
の
台
詞
は
深
く
胸
に
沁
み

モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
昭
和
が
滲
む 

岡
部　

律
子

な
が
な
え
ば
子
等
に
迷
惑
か
け
る
だ
け

両
手
を
合
わ
せ
感
謝
に
眠
る 

塚
原　

暁
益

 

literary work
うたごよみ　～皐月～

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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【作り方】
①下処理をしたラッキョウは、大きめの粗み

じん切りにして、４～５分ほど水にさらし
ます。

②ラッキョウをザルに上げ、ペーパータオル
で水気を完全に切っておきましょう。

③底が丸い密閉容器に調味料すべてを入れ、
よく混ぜておきます。

④最後にかつお節を混ぜ込み、完全に水気を
切ったラッキョウを加えまんべんなく混ぜ
てください。このまま冷蔵庫で３時間ほど
休ませます。

※１週間位までが食べごろです。出来るだけ
早めに食べ切ってください。

今だけのラッキョウの小鉢

　
長
い
冬
が
よ
う
や
く
終
わ
り
、
気

持
ち
の
良
い
春
の
陽
気
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
今
月
号
は
、
小
・
中
学
校

の
入
学
式
や
春
の
交
通
安
全
運
動
な

ど
春
な
ら
で
は
の
話
題
を
豊
富
に
取

り
上
げ
て
い
ま
す
。
今
年
は
桜
の
花

も
例
年
よ
り
も
長
く
咲
き
続
け
て
く

れ
、
春
の
イ
ベ
ン
ト
を
よ
り
盛
り
上

げ
て
く
れ
た
気
が
し
ま
す
。
私
も
取

材
先
で
た
く
さ
ん
の
桜
の
花
を
見
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
た
く

さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
た
く
さ
ん
の

情
報
を
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
笑

顔
を
写
真
に
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
約
10
年
ぶ
り
に
こ
の
広
報

の
仕
事
に
携
わ
れ
る
こ
と
に
感
謝
し

つ
つ
、
広
報
こ
う
さ
が
よ
り
一
層
町

民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
広
報
紙
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
み
）

　だれもが好きなカレーライス。辛いカレーに甘酸っぱくカリカリとした食感
のラッキョウがたまりませんね。実はラッキョウは漢方薬にも使われているっ
てご存じですか？生薬名は ” 薤白 ” といい、胸のつかえや痛みに良いそうで “ 心
臓のくすり ”と言われていました。
　また、ラッキョウにはアリシンが含まれているので疲れを癒してくれます。
ただし、食べて良いのは１日に4～5個までです。何事もほどほどが良いですね。

【材料】（３～４人前）
生ラッキョウ………  150㌘
みそ…………………大さじ３
米酢………… 大さじ１～1.5
砂糖…………………　大さじ１
赤酒………………　大さじ1/2
かつお節……………　３～５㌘

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

編

集

後

記

ひ と の 動 き
3月11日（火）～4月10日（木）届出

ふるさと甲佐応援寄附金

お誕生

ご結婚

お悔やみ

▶ご寄附いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所　
・古明地　昭様　　埼玉県
・佐藤　　誠様　　滋賀県
・冨岡　　豊様　　長崎県
・岸　　信之様　　神奈川県
・小林　　学様　　東京都
　　　　　　　　ほか多数
■お問い合わせ
　町地域振興課
　☎096-234-1154

　ふるさと納税の
　詳細はこちらを
　チェック！▶

ご存じですか？

Let's make health
甲佐の野菜で作ってみよう！

住　所 氏　名 性別 保護者
豊　内 寺本　陽

は る と

飛 男 優　己
津志田 一圓　　梢

こずえ

女 仁
下横田 美濃田琴

こ と ね

音 女 憲　介
世　持 上田麻

ま ど か

都香 女 佳　範
ほか1人　

住　所 氏　名
夫 福岡県 永松　僚佑
妻 豊   内 霍本　茉来

ほか２組　

「広報こうさ」アンケート
実施中！ご協力をお願い
します▶

［

住　所 氏　名 年齢 世帯主
吉　田 作本　春代 66 潤
早　川 坂本エミ子 98 エミ子
仁田子 藤原　周二 73 せつ子
上早川 廣田　洋一 92 幸　子
吉　田 奥田　浩三 56 一　敏
仁田子 藏本　久江 95 久美子
有　安 仧田　禮子 83 禮　子
白　旗 河嶋　朋子 93 順　子
仁田子 佐藤　悦子 90 悦　子
上早川 坂口　保美 83 保　美
上早川 佐藤チエ子 100 チエ子
下横田 坂田　幸治 90 美瑛子
豊　内 栄角　幸生 65 由美子

ほか2人　
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「
手
と
目
、
頭
と
想
像
す
る
心

で
楽
し
め
る
の
が
組
木
の
い
い

所
。
た
く
さ
ん
の
人
に
木
の
ぬ
く

も
り
や
優
し
さ
に
触
れ
る
体
験
を

し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
の
は
、
ゆ

い
の
郷
代
表
の
森
芳
輝
さ
ん
（
和

田
内
区
）。

　

ゆ
い
の
郷
と
は
、
木
工
教
室
や

障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
の
心
理
リ

ハ
ビ
リ
な
ど
を
行
う
施
設
。
敷
地

内
に
は
、
古
民
家
を
改
装
し
た
木

工
品
の
展
示
室
や
子
ど
も
が
組
木

や
木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
べ
る
家
な

ど
が
あ
り
、
集
い
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
遊
び
道
具
は

自
分
で
作
っ
て
い
た
と
い
う
森
さ

ん
。大
学
卒
業
後
は
教
員
と
な
り
、

33
年
間
特
別
支
援
学
校
で
勤
務
し

た
。
そ
こ
が
知
育
教
材
や
作
業
学

習
の
製
品
づ
く
り
な
ど
の
モ
ノ
づ

く
り
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
と
い
う
。「
組
木
と
の
出
会
い

は
、
小
黒
三
郎
さ
ん
の
『
手
づ
く

り
木
工
事
典
』。
ペ
ー
ジ
を
め
く

る
度
に
組
木
の
奥
深
さ
、
素
晴
ら

し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
た
」
と
森
さ

ん
。
組
木
と
は
、
木
材
を
糸
鋸
で

切
り
出
し
、
木
片
と
木
片
を
合
わ

せ
て
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
は
め
込
む

こ
と
が
で
き
る
お
も
ち
ゃ
。
五
月

飾
り
を
か
た
ど
っ
た
も
の
は
イ
ン

テ
リ
ア
と
し
て
も
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
。
独
学
で
技
術
を
磨
き
、

数
多
く
の
作
品
を
作
っ
た
が
、「
新

た
な
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
の
が
と

て
も
難
し
い
。
け
れ
ど
そ
れ
が
ま

た
魅
力
で
も
あ
る
」
と
笑
み
を
こ

ぼ
す
。

　

森
さ
ん
は
、
公
民
館
自
主
講
座

と
し
て
毎
月
第
１
・
４
土
曜
日
の

９
時
30
分
か
ら
木
工
教
室
を
開

催
。
そ
の
他
、
各
所
で
の
木
工
体

験
教
室
や
、
自
身
が
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
務
め
る
甲
佐
町
放
課
後

子
ど
も
教
室
「
ま
つ
や
ま
塾
」
で

も
子
ど
も
た
ち
に
木
工
体
験
を

さ
せ
た
い
と
精
力
的
な
森
さ
ん
。

「
最
近
は
ゲ
ー
ム
な
ど
一
方
的
に

刺
激
を
与
え
ら
れ
る
も
の
が
増
え

た
が
、
手
を
動
か
し
考
え
な
が
ら

作
り
遊
べ
る
組
木
は
、
子
ど
も
自

身
で
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
想
像
力
を
膨
ら
ま
せ
る
能
力

を
自
ら
培
っ
て
ほ
し
い
」
と
子
ど

も
た
ち
に
思
い
を
馳
せ
る
。

　

今
日
も
工
房
で
糸
鋸
を
走
ら
せ

る
森
さ
ん
は
、「
作
っ
て
遊
ぶ
喜

び
と
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
こ

と
が
出
来
る
組
木
を
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
多
く
の
人
に
伝
え
て

行
き
た
い
」
と
優
し
い
笑
顔
で
明

日
を
見
つ
め
る
。

木
の
ぬ
く
も
り
と
優
し
さ
で

は
ぐ
く
む
子
ど
も
た
ち
の
心

Kosa
Style
こうさ スタイル

木工教室や心理リハビリなど精
力的に活動中。キャンプ好きで、
愛車のピンクのキャンピング
カーがトレードマーク。

写真上）組木の五月飾り。色とりどりの人形た
ちが節句のお祝いを彩ってくれる。（下）子ど
もたちに人気の恐竜をかたどった組木。施設に
は所せましと数多くの木工作品が並ぶ。

〔和田内区〕

広
報
こ
う
さ

2025
M

ay
N

o.670

ま
ち
と
人
の
想
い
が
交
わ
る
情
報
交
差
点

発
行

　
　

甲
佐

町
発

行
人

　
甲

佐
町

長
 甲

斐
高

士
編

集
　

　
企

画
課

TEL　
0

9
6

-2
3

4
-1

1
1

1
（

代
表

）
FA

X
　

0
9

6
-2

3
4

-3
9

6
4

U
R

L　
https://w

w
w

.tow
n.kosa.lg.jp/

森 芳輝さん
Yoshiteru　Mori
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